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２．研究業績要旨（1,000 字以内） 

 健全な骨格筋の維持・増強は、生活習慣病の予防と改善だけでなく、持続可能な超高齢社会の

構築にも寄与する。候補者は、骨格筋の量的・質的な維持・増強に食品成分の機能を活用するた

め、食品成分が作用する分子機構を培養細胞と実験動物を用いて解明してきた。 

 骨格筋量の調節機構について性差を考慮して、女性ホルモンが転写因子のエストロゲン受容体

（ER）αを介して筋萎縮関連因子 USP19 の発現を増加させ、またメスマウスで USP19 の発現を

抑制すると筋肥大が誘発されることを見出した。さらにメスマウスで大豆イソフラボンのダイゼイン

が ERβ に作用して ERαによる USP19 発現を抑制し、筋量を増加させることも明らかにした。 

 寝たきりや高齢者での筋萎縮の予防・改善を目指し、ビタミン A 前駆体のβ-カロテンが廃用性

筋萎縮モデルマウスで USP19 を含む筋萎縮関連因子の発現上昇を阻害して筋萎縮を抑制し、β

-クリプトキサンチンが老化促進モデルマウスでオートファジーの低下を阻害して筋萎縮を抑制する

ことを見出した。β-カロテンが健常マウスの遅筋で筋量と筋力を増加させることを見出し、その筋

量調節機構として、転写因子のレチノイン酸受容体 γ 依存的に発現の上昇する TG2 が分泌タン

パク質として GPR56 に作用して筋肥大を誘発することを明らかにした。またβ-カロテンが遅筋特

異的に作用する分子機構も明らかにした。さらにビタミン A による筋分化促進機構にビタミン A 応

答遺伝子の LGR6 が関与することも突き止めた。 

 身体活動量の減少により筋量と筋力を低下させる座りがちなライフスタイルを模倣するモデルマ

ウスで、一級脂肪酸アミドであるオレアミドが mTOR シグナルを活性化してタンパク質合成を促進

し、身体活動量の減少によるオートファジー活性の低下を阻害し、筋力と筋量の低下を抑制するこ

とを見出した。さらに経口摂取したオレアミドの小腸上皮細胞での吸収・代謝、小腸から循環系に

至る輸送経路と輸送形態、体内動態を物理化学的な解析も含めて解明した。 

 以上の他にフラボノイド類縁体やペプチドのような食品成分が骨格筋の健康に作用する機構も

解析してきた。このように候補者は骨格筋の健康を目指し、性差、加齢、ライフスタイルを考慮して

食品成分（栄養素・非栄養素）が作用する標的分子を介した分子機構を解き明かす基礎的研究を

発展させてきた。 
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ブック（第３版）」（八木達彦、福井俊郎、一島英治、鏡山博行、虎谷、哲夫 編）朝倉書店 p. 
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770-772, 2008 

7. Yamaji R, Sakamoto M, Ohnishi Y, Inui H, Miyatake K, Nakano Y. Effect of 

oxygen depletion on the food digestion. In “Functional foods for disease 

prevention II.” (Eds, by Shibamoto T, Terao J,Osawa T.) American Chemical 

Society, Washington D. C., Vol. 702, p. 251-255, 1998. 

8. Nakano Y, Takenoshita M, Yabune M, Katsura M, Takenaka S, Yamaji R, 

Kitagawa M, Hosotani K, Miyatake K, Ochi H. Effect of aging and vitamin A 

deficiency on DNA damage. In “Food factors for cancer prevention” (Eds. by 

Ohigashi H, Osawa T, Terao J, Watanabe S, Yoshikawa T.) Springer-Verlag, 

Tokyo, p. 63-66, 1997. 

 

（3） 過去 5 年間の本学会での活動状況 

 

＜学会役員、支部役員、委員会＞ 

① 役員など： 

2010 年〜現在 近畿支部参与 

2013 年〜現在 近畿支部代議員 

② 委員会など： 

2016 年〜2023 年 Journal of Nutritional Science and Vitaminology 編集委員 

2022 年〜現在 日本栄養・食糧学会誌 編集委員 

2022 年〜現在 日本栄養・食糧学会 用語委員 

 

＜大会・支部大会での活動状況＞ 

③ 講演など： 

2020 年 5 月 第 74 回大会 医学系学会との（日本リハビリテーション栄養学会）との 

           合同シンポジウム「サルコペニアやフレイルの食事・栄養とリハビリテーション」 

           演題 「カロテノイドを利用した骨格筋の健康維持・増進」 

2022 年 3 月 関東支部 第 24 回健康栄養シンポジウム 

           「食品成分による健康機能の作用機序を知る」 

           演題 「骨格筋の健康の維持・増進におけるカロテノイドの作用機構」 

 

④ 座長など： 

2019 年 5 月 第 73 回大会 一般講演座長 

2020 年 11 月 第 59 回近畿支部大会 一般講演座長 

2022 年 10 月 第 61 回近畿支部大会 一般講演座長 

2022 年 12 月 22nd IUNS-ICN シンポジウム座長 

           「Functions of nutrient-sensing nuclear receptors in health」 

2024 年 5 月 第 78 回大会シンポジウム オーガナイザー（予定：座長・演者） 

           「加齢に伴う変化を制御するビタミン・バイオファクター」 

 

⑤ 実行委員など： 

2020 年 11 月 第 59 回近畿支部大会（実行委員） 

2022 年 6 月 第 76 回大会実行委員（総務委員、プログラム委員長） 

 

（４） 特記事項 

2020 年 6 月 日本ビタミン学会 トピックス貢献賞 

2023 年 3 月 Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry 2022 年論文賞；  

Dietary oleamide attenuates obesity induced by housing mice in 

small cages. 

 

 


